
③「都市整備事業に対するベンチマーク手法適用方策に関する研究」の評価結果（事前評価） 

 

【総合評価】 

本研究は、地方分権の趣旨を踏まえ、市町村の効率的かつ効果的な都市整備事業の計画・事業実施を

支援する観点から重要な研究であり、国総研で重点的に実施すべきものと評価する。 

なお、研究の実施にあたっては、研究の趣旨をより明確にするとともに、事業の成功・失敗が迅速に

判断できるベンチマークの適切な選定に留意して進められたい。 

 

 

【研究を実施するに当たっての留意事項】 

なお、研究を実施するにあたっては、以下の点についても留意されたい。 

・公的な主体が行う都市整備事業なので、説明責任を果たすために、適切な指標を取り上げることが重要

である。都市整備公団の事例では、工業団地に物流施設が立地したおかげで、分散することによる環境

問題の発生が抑えられ、外部不経済を防止するという効果があった。 

・ベンチマーク手法はマネジメントのサイクルと一体不可分であるため、ベンチマークのモデルをどう使

うかが重要である。そこまでの道筋を示していただきたい。 

・事業の成功、失敗を指標を見てすぐに判断できるという同時性が重要であるため、ベンチマーク指標の

適切な組み合わせを見つける手法について十分に検討されたい。 

・事業の種類と地域特性の視点が大事であるため、異なる地理的特性・経済社会特性についての具体的な

考えをもつことが必要である。 

・都市の目指す方向に応じたベンチマークがあると思う。目的の異なる都市整備事業を相互比較すること

は、単純では無いと思うが頑張っていただきたい。 
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